
火山防災対策を検討するための浅間山の噴火シナリオ 

（小～中規模噴火／大規模噴火）の策定について 

 

これまで、気象庁により策定された噴火シナリオ等を参考に防災対策が検討されてきた

が、協議会として承認された噴火シナリオではなかった。 

そこで、協議会として噴火シナリオを策定することを目指し、以下の経緯のとおり案を作

成してきた。 

このたび、資料３－１「火山防災対策を検討するための浅間山の噴火シナリオ（小～中規

模噴火／大規模噴火）【案】」が整理されたため協議会において承認を求めるもの。 

※前回の協議会報告（令和３年２月１日 第１０回浅間山火山防災協議会）からの主な変 

更内容は、資料３－２「噴火シナリオ(案)の更新について」のとおり 

 

 

＜噴火シナリオ案作成の経緯＞ 

○令和元年度～ 

協議会構成員である火山専門家及び気象庁を中心に素案作成 

※素案は気象庁が２００８年に作成した噴火シナリオを修正する形で作成 

 

○令和２年７月２０日 第５回浅間山広域避難検討専門部会 

素案を説明 

→令和２年 7月２１日～７月３０日 浅間山広域避難検討専門部会構成員から意見聴取 

 

○令和３年２月１日 第１０回浅間山火山防災協議会 

専門部会構成員からの意見反映後の素案を報告 

 

○令和３年３月１６日 第１１回浅間山火山防災協議会 

 第４号議案「浅間山広域避難計画策定業務」の協議結果により、大規模噴火における融雪

型火山泥流の到達範囲を設定するための前提条件を「火砕流量２００㎥、積雪量０．５ｍ」

と決定 

 →大規模噴火における融雪型火山泥流の到達範囲の、国土交通省関東地方整備局利根川

水系砂防事務所によるシミュレーション結果を反映し噴火シナリオ案を作成 

 

○令和３年１０月１２日 第７回浅間山広域避難検討専門部会 

案を説明し専門部会構成員から意見聴取 

→次回以降の協議会で議案として諮ることについて承認 
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はじめに 

 

本シナリオは、浅間山の火山防災対策を検討するために、過去の噴火実績から火山活

動の特徴を整理し、活動の推移や影響範囲について一定の類型化を行って、推移表、フロ

ー図、遷移表として取りまとめたものである。 

過去の噴火実績の整理にあたっては、近年も繰り返し発生している小～中規模噴火

と、天仁噴火・天明噴火に代表される、甚大な被害や社会的影響をもたらす大規模噴火と

を区分した。小～中規模噴火のシナリオは、平成19年度に浅間山に噴火警戒レベルを導

入した際に検討されたシナリオをベースとしつつ、それ以降の知見も加えて再整理した。

また、大規模噴火のシナリオについては、最新の地質学的研究により、天明噴火、天仁・

大治噴火ならびに古墳時代初期の噴火について新たな知見が得られていることから、こう

した知見を取り入れて改めて検討を行った。 

本シナリオは、噴火警戒レベルと連動した防災対策の検討、また、大規模噴火時にお

ける広域避難体制の検討への活用のほか、浅間山噴火に関する住民の皆様の理解醸成にも

役立つものと考えている。 
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１．作成の目的 

 

 活火山である浅間山はこれまで繰り返し噴火が発生しており、過去には噴火に伴う大き

な被害も生じている。今後も発生が予想される浅間山の噴火による災害の軽減を目指し、

火山防災対策を検討するための浅間山の噴火シナリオを作成し、これを関係機関で共有す

ることとした。 

 浅間山噴火シナリオ作成の具体的な目的は以下の通りである。 

① 次の噴火に備え、浅間山では過去にどのような噴火が発生し、どのような被害があっ

たのか、噴火の特徴についての共通イメージを持つため。 

② 過去の噴火活動の前後でどのような現象がみられたのか、火山活動の推移について

の共通イメージを持つため。 

③ これらを踏まえ、警戒区域の設定、道路規制、住民避難などの防災対策を検討するた

めの基礎資料とするため。 

 

２．噴火資料等の整理 

2.1 過去の噴火実績の整理 

(1) 浅間山の形成史 

 現在の浅間山は黒斑
く ろ ふ

、仏岩
ほとけいわ

、前掛
まえかけ

の 3 つの火山から構成されており（図－2.1.1）、そ

れぞれの活動期は荒牧(1968)1)、荒牧(1981)2)および利根川水系砂防事務所(2004)3)による

と以下のように分類される。 

 

 

図－2.1.1 浅間山の断面図 （利根川水系砂防事務所(2004)3)から抜粋） 

 

①黒斑火山期（約10万年前～約2万年前） 

もっとも古い黒斑火山（現在の最高点は三ツ尾根山、 海抜2455m）は、最盛期には標

高2800m以上に達する富士山型の火山であった（図－2.1.2□1 ）。この時期の噴出物総量

は約41km3と見積もられている。 

黒斑期の最後、約2万 5千年前頃に大規模な山体崩壊が発生し、東側に崩れた土砂は

岩屑
がんせつ

なだれ※1となって山麓に広がり、広範囲に流れ山※2を形成した（図－2.1.2□2 ）。ま
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た、北へ流れた岩屑なだれは吾妻
あがつま

川へ流れ込み、前橋付近まで泥流（前橋泥流）として

一気に流れ下った。この山体崩壊で形成された流れ山は、より新しい時代の火砕流など

の堆積物により既に埋没しているものも多いが、南側の塚原付近や北側の応桑
おおくわ

付近では

流れ山地形を確認することができる。 

 

②仏岩火山期（約2万年前～1万年前） 

黒斑火山期の最後に山体崩壊で形成された馬蹄形のカルデラの中に、仏岩火山が形成

された（図－2.1.2□3 ）。この時期には離山
はなれやま

や小浅間
こ あ さ ま

山溶岩ドームも形成された。 

仏岩火山が最も活発に活動したのは約1万 3千年前である。まず、降灰と噴石※３が噴

出し、次いで大規模な火砕流（第1小諸火砕流）が発生した※4。その後、1万 1千年前に

も大規模な噴火が生じ、降灰と噴石、火砕流（第 2 小諸火砕流）が噴出した※4（図－

2.1.2□4 ）。 

 

③前掛火山期（約1万年前～現在） 

現在の前掛火山（海抜 2568m）はもっとも新しい山体で、この活動期間には数百年に

一度の頻度で巨大な噴煙柱※5 を形成して大量の軽石や火山灰を広範囲に降らせる噴火

（プリニー式噴火※6）を繰り返した（図－2.1.2□5 ）。 

天仁噴火は有史以降最大規模の噴火で、天仁元年（1108 年）に起こり追分
おいわけ

火砕流や

上舞台
かみのぶたい

溶岩流などが噴出した（図－2.1.2□6 ）。 

その後、天明三年（1783 年）にも規模の大きな噴火（天明噴火）が発生した。広範囲

に軽石や火山灰が降り、山腹には吾妻
あがつま

火砕流や鬼
おに

押出
お し だ

し溶岩が流下した。噴火の最後に

は鎌原
かんばら

火砕流・岩屑なだれが発生し、その土砂が吾妻川から下流の利根川に至る泥流を

発生させた（図－2.1.2□7 ）。 

明治以降は、山頂火口からブルカノ式噴火※7や水蒸気噴火※8などの爆発的な噴火※9を

繰り返している。 

 

※1 岩屑なだれ ： 火山の爆発や地震などによって発生した山体崩壊により崩れ落ちた多量の土砂が流れ下

る現象。 

※2 流れ山 ： 山体崩壊によって崩れ落ちた土砂が山麓に流下しできた大小の小山。 

※3 噴火により火口から噴出する火砕物に関する表現は、必ずしも定義が統一されていない。本シナリオに

おいては、以下のように定義して使用することとする。 

噴石 噴火により火口から噴出する石質岩片または軽石で、防災上警戒・注意すべき大

きさのものを総称して噴石と呼ぶ。 

軽石 プリニー式噴火で主に噴出する、マグマの発泡による多数の空隙を持つ白色系統

の噴出物（軽石）や黒色系統の噴出物（スコリア）を、本シナリオではまとめて

軽石と呼ぶ。浅間山の天明噴火で噴出した軽石の密度は0.8g/cm3 程度。 

粗大軽石 プリニー式噴火で主に噴出・降下する軽石のうち、降下地点における平均的な粒

形分布よりも著しく大きい軽石。石質岩片と比較して密度が小さいので、大きさ

20～30cm以上であっても、風の影響を受けながら場合によっては火口から10kmを
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超えて飛散することがある。 

石質岩片 ブルカノ式噴火で主に噴出する安山岩質の岩片。密度は2.5g/cm3 程度。 

大きな噴石 概ね20～30cm以上の、風の影響をほとんど受けずに弾道を描いて飛散する噴石。

生命に対する危険性が高く、防災上の観点から「大きな噴石」と呼称する。 

注）本シナリオでは、概ね20～30cm以上の石質岩片を「大きな噴石」と呼ぶこと

とし、同様の大きさの軽石については「粗大軽石」と書き分ける。 

小さな噴石 直径数cm程度の、風の影響を受けて遠方まで流されて降る噴石のこと。特に火口

付近では、小さな噴石でも弾道を描いて飛散し、登山者等が死傷することがある。 

火山岩塊 噴火により火口から噴出する火砕物のうち、直径64mm以上のもの。 

注）本シナリオでは、石質岩片について用いることとする。「大きな噴石」は火

山岩塊に含まれる。 

火山礫 噴火により火口から噴出する火砕物のうち、直径２mm以上64mm未満のもの。 

注）本シナリオでは、石質岩片について用いることとする。 

降 下 火 砕 物

（降灰）／火

山灰 

噴火により火口から噴出する火砕物のうち、直径２mm未満のもの。風によって火

口から離れた広い範囲に拡散する。 

 火山砂 火山灰の中でも、直径２mm～1/16mmのものを火山砂という。粒子の比較的粗い火

山砂は、爆発的なブルカノ式噴火に特徴的な降下火砕物である。直径1/16mm未満

のものは火山シルト、直径1/256mm未満のものは火山粘土という。 

 

※4 本文中の年代は放射性炭素年代による。第1小諸火砕流の較正年代は約1万5千年前、第2小諸火砕流は約

1万3千年前。 

※5 噴煙柱 ： 噴煙が柱のように立ち上る状態。噴火によって火砕物とガスの混合気体が火口から噴出する

と、混合気体は周りの空気を取り込みながら運動量、熱量、質量などの保存則のもとで上昇を続け噴煙

柱を形成する。 

※6 プリニー式噴火 ： 巨大な噴煙柱を形成し、大量の軽石やスコリアを放出する噴火で、西暦79年に麓の

町ポンペイを埋めたベスビオ火山（イタリア）の大噴火が代表例。プリニーはこの噴火時に救援のため

に活躍した博物学者でローマ艦隊の提督である大プリニウス（もしくは、彼の甥でこの噴火を克明に記

録した小プリニウス）の名前に由来する。なお、プリニー式噴火の中でも規模が比較的小さいものを準

プリニー式噴火と呼ぶことがあるが、本シナリオではまとめてプリニー式噴火として扱う。 

※7 ブルカノ式噴火 ： マグマなどの噴出物を爆発的に放出する型式の噴火で、火砕物（火山岩塊・火山礫・

火山灰）を噴出し、溶岩流や火砕流を伴うことがある。イタリアのある火山の名前に由来する。桜島や

浅間山の小･中規模噴火によく見られる。 

※8 水蒸気噴火 ： 火山の地下にある水が火山体下部の熱源（上昇したマグマなど）により加熱され、また

は減圧により、急激に水蒸気となって膨張することを駆動力とする噴火のこと。 

※9 爆発的な噴火 

爆発音や空振を伴い、周囲の岩石を破壊して火砕物（火山岩塊・火山礫・火山灰）を飛散させる噴火。 
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  図―2.1.2 浅間山の形成史 

利根川水系砂防事務所・長野県・群馬県(2003)4)より抜粋 

黒斑火山 

仏岩火山 

前掛火山 
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○他火山のプリニー式噴火の例 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○浅間山 明治以降の小～中規模噴火（ブルカノ式噴火） 
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 (2) 浅間山の噴火履歴及び噴出物量の推移 

 

①過去 3万 5千年間の噴出物量の概要 

 浅間山の過去3万 5千年間の噴出物量は、仏岩火山が最も活発に活動した約1万 3千年

前までで大半を占める（図－2.1.3）。その後は、長期にわたり噴出物量の少ない期間が続

いたものの、有史以降は、数百年に一度の頻度で多量の噴出物を伴う噴火（天仁噴火、天

明噴火など）が発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.1.3 浅間山の過去3万 5千年間の積算噴出物量－時間階段図（階段ダイアグラム※10） 

（山元（2014）5）） 

※文献によっては噴出物量及び有史以前の噴火年代が異なる場合がある。 

 

※10 階段ダイアグラム 

縦軸に噴出物量の積算、横軸に噴火年代をとった階段状のグラフ。単位時間あたりの噴出物量（噴出率）

から、次の噴火の噴出物量や噴火時期など火山活動の長期予測に活用される。噴出率に定常性が認められる

場合は長期予測が可能となる。しかし、活動間隔が長い火山のように、１回の噴火で大量のマグマを放出し

たり、長期間活動を休止する場合など、噴出率の定常性が認められない場合の長期予測は難しい。 

  

29

34

39

44

49

05,00010,00015,00020,00025,00030,00035,000

積
算

噴
出

量
(D

RE
 km

3 )

噴出年代(年前：暦年)

噴出量－時間階段図（浅間火山）

前掛期

浅間草津テフラ 等

黒斑期

仙人

グループ

仏岩期，軽石流期

年代・噴出量が不明なイベント

※楕円の幅は想定される活動期間に相当

活動年代が期間として

反映されているイベント

室田軽石

白糸の滝降下

軽石堆積物，

小浅間溶岩ドーム

天明噴火

天仁噴火

4世紀中葉噴火

OK-60～OK-61
板鼻褐色軽石

0，0.5 萩生軽石

仏岩溶岩(上,中，下部)

AM-16,AM-17,
AM-19,AM-20
AM-24,AM-25AM-1〜AM-5

第二活動期火砕流

第二活動期溶岩流

AH-13～AH-11

仙人溶岩
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②前掛火山における大規模噴火の履歴 

 前掛火山が活動した過去約１万年間の噴出物量について詳しく見ると、地質調査の結果

から、約 8 千年前の噴火では 0.17km３、約 6.5 千年前の噴火では 0.26km３、約 6 千年前の

噴火では0.085km３、約5千年前の噴火では0.085km３と推定されている（図－2.1.4）。 

有史以降は、数百年に一度の頻度で多量の噴出物を伴う噴火（古墳時代0.63km３、天仁・

大治噴火0.9km３、天明噴火0.51km３など）が発生している。これらの大規模噴火では、多

量の軽石を含む大規模な噴煙柱を形成する噴火を繰り返し、火砕流、溶岩流、噴石、降灰、

空振、火山ガス、岩屑なだれや降雨による泥流、土石流などを伴って、大きな災害を引き

起こしている。 

天仁噴火以降の噴火については、過去の資料・文献に当時の様子を見ることができる。

こうした資料・文献 6)～22)から収集・整理した噴火実績を巻末資料に示す。 

なお、有史以降の記録に残されている噴火は、近年の小～中規模噴火も含め、全て現在

の山頂火口から発生している。 

 
図－2.1.4 浅間山における過去1万年間の噴出物の推移を示す階段ダイアグラム 

（Takahashi et al., submitted23)に加筆） 
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③明治以降の噴火履歴 

 近代的な火山観測が行われるようになった明治以降、1960 年頃まで毎年のように爆発

的な噴火が発生した。その後は火山活動がやや低下し、1973 年、1983 年、2004年に一定

規模の噴火が発生している。 

 図‐2.1.5 は明治以降の浅間山の噴火回数を規模別に示したものである。ここで、噴火

規模Ａクラス～Ｄクラスは宮崎(2003)9)に基づく分類である。なお、本シナリオの3.2章

以降では、明治以降に発生した噴火の噴火規模を、噴石と火砕流の到達範囲から「中噴

火」「小噴火」と分類している。これらの間に明確な対応があるわけではないが、概ねＡ

クラスが中噴火に相当、Ｂクラスが中噴火～小噴火（なかでも比較的規模の大きい噴火）

に相当、Ｃクラスが小噴火に相当、Ｄクラスが小噴火（なかでも比較的規模の小さい噴火

（ごく小規模な噴火を含む））に相当する。 

 明治以降の噴火の発生状況を概観すると、1900 年代後半から1960年頃にかけては噴火

回数が多く、比較的規模の大きな噴火も多数発生している。1938 年と 1958年の噴火はそ

の中でも規模が大きい噴火として知られており、1938 年の噴火では直径50cm 以上の大き

な噴石が、東京大学浅間火山観測所（火口から約４km）を超えて飛来したことが確認され

た 19)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2.1.5  明治以降の浅間山の噴火時期と噴火回数（1868～2019 年）。噴火規模（A～D

クラス）は宮崎(2003)9)及び気象庁資料等を基に検討し分類したもの。 

    (a)噴火規模A～Dクラスの噴火回数 (b)噴火規模A・Bクラスの噴火回数 

(a) 

(b) 
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 1958年の噴火以降、火山活動はやや低下したものの、1961 年、1973 年、1983年と約

10年間隔で噴火を繰り返した。2000年以降では、2003 年～2004 年、2008 年～2009 年、

2015 年及び 2019 年に噴火が発生している。2004 年 9月 1日の噴火では、火口から約6km

の地点に最大3cmの火山礫が降下したことが確認された。なお、2004 年の噴火回数は、9

月 14日から 18日にかけて断続的に発生した小規模なストロンボリ式噴火について個々の

噴火の回数を計数しているため回数が多くなっているが、1900年代前半の活動と比較し

て火山活動が突出しているわけではない。 

 

これらは全て現在の山頂火口で発生した爆発的噴火※9であり、降灰・噴石・空振を伴

い、まれに火砕流が発生している。 
 

 

 

2.2 シナリオの整理に向けた噴火の区分 

(1) 噴火規模と形態及び噴火に伴う現象（図－2.1.4） 

浅間前掛火山の活動期は大きく３つの期間に区分される。このうち最も新しい第Ⅲ活動

期(約 2000 年前〜現在)には４回の大規模噴火が発生しており、天明噴火（1783 年）の噴

出物量は 0.51km３、天仁・大治噴火(1108 年〜)は合計で 0.9km３、古墳時代初期の噴火は

0.63km３と見積もられている。また、第Ⅱ活動期（約6500 年前〜約3500年前）の大規模噴

火は３回知られており、各々0.085km３〜0.26km３の噴出物量が推定されている。こうした大

規模噴火は、多量の軽石を含む大規模な噴煙柱を形成する噴火を繰り返し、火砕流、溶岩

流、噴石（主に粗大軽石や多量の軽石。火山岩塊や火山礫を含む）、降灰、空振、火山ガス、

降雨による泥流、土石流などを伴い、天明噴火では岩屑なだれを発生させている。 

また、特に第Ⅰ活動期（約9500 年前〜約7500 年前）及び第Ⅱ活動期を中心に、こうし

た大規模噴火と比べて一回り小さい規模の軽石噴火が比較的多く発生していることが確認

されている。ただし第Ⅲ活動期で確認されているのは 1 回のみである（16 世紀～18 世紀

前半までの間に発生したと推定）。 

一方、これらの大規模噴火の間には爆発的噴火※9が繰り返し発生している。その噴出物

量の規模は大規模噴火の1/100から 1/10000程度と見積もられる。多くは地層に痕跡を残

さない程度の噴火であり、地層からその状況を推定することは困難である。こうした爆発

的噴火では、噴石（火山岩塊、火山礫）、降灰、空振、火山ガス、小規模な火砕流とそれに

よる融雪型火山泥流、降雨による土石流などを伴う。近代的な火山観測が行われるように

なった明治以降に発生している噴火もこの範疇である。 

 

 以上を踏まえて、噴火規模（噴出物量）を大きく二つに区分し、それぞれの噴火形態及

び伴って発生する現象を以下のとおり整理した（表－2.2.1、表－2.2.2）。 
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表－2.2.1 噴火規模による噴火の区分 

※影響範囲及び想定される現象については、次章以降で詳しく記述する。 

 

なお、小～中規模噴火については、上述のとおり、多量の軽石を飛散させる比較的小規

模な噴火の発生も確認されているが、その発生に至るまでの推移が明らかではないことか

ら、最近2千年以内で確認されている事例が1回のみであることも考慮して、本シナリオ

では具体的な検討は行わないこととし、これよりもはるかに発生頻度が高い爆発的噴火を

メインに考えることとした。 

 

このような区分は、過去の噴火を整理できるだけでなく、それぞれの規模に応じた適切

な防災対応を検討する上でも有効であると考えられる。次章以降、それぞれの区分の噴火

によって想定される現象、噴火による影響範囲、噴火推移等を含む噴火シナリオを示す。 

 

噴火様式 区分 影響範囲※ 想定される現象※ 防災対応の特徴 

爆発的な

噴火 

小～中規模

噴火 

山 頂 周 辺

～山腹 

噴石（火山岩塊、火山礫）、

降灰、空振、火山ガス、小

規模な火砕流とそれによ

る融雪型火山泥流、降雨に

よる泥流、土石流 

・影響範囲からの迅

速な避難 

・前兆現象把握から

噴火までのリー

ドタイムが短い

可能性 

巨大な噴

煙柱を形

成する噴

火 

大規模噴火 

山 麓 全 域

（ 降 灰 等

は よ り 広

域に影響） 

火砕流とそれによる融雪

型火山泥流、溶岩流、噴石

（主に粗大軽石や多量の

軽石。火山岩塊や火山礫を

含む）、降灰、空振、火山ガ

ス、岩屑なだれ、降雨によ

る泥流、土石流 

・影響範囲からの迅

速な避難 

・広域避難を含む対

応が必要 
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表－2.2.2 浅間山の噴火区分と影響範囲、噴火事例の整理（天仁噴火以降） 

噴火の区分 
小～中規模噴火   

大規模噴火 
小噴火 中噴火  

区分の基となった現象 直径 50cm 以上の噴石   火砕流、溶岩流、噴石等 

主な影響のおよぶ範囲 火口中心から約 2km 以下 
火口中心から約 4km 以下（約 2km の範囲をこえる） 

 ※稀に約 4km をこえることもある 
  火口中心から約 4km を超えて影響 

主な影響のおよぶ範囲地域 山頂周辺 山腹 ※稀に山麓の一部に影響する   山麓全域 

主な噴火事例 
1920/12/14、1955/6/11、1982/4/26 

2009/2/2 

1935/4/20、1937/4/16、1938/6/7、1950/9/23、1958/11/10、 

1973/2/1、1983/4/8、2004/9/1 
  

1108 年（天仁噴火） 

1783 年（天明噴火） 

噴石 

直径 50cm 以上 

・西側９合目に約１ｍ(1920/12/14） 

・約 1km に直径４ｍ（1955/6/11) 

・火口東側約１km に 0.2～１ｍの噴石

(1982/4/26) 

・約 3km 付近に１ｍ以上（1935/4/20） 

・約 3.5km に直径１ｍ（1937/4/16） 

・東方向約 4.5km 地点まで 50cm 以上の噴石(1938/6/7) 

・東側７合目に直径１ｍ（1950/9/23) 

・火口近辺に直径 6m、約３km に直径１ｍの火山弾（1958/11/10) 

・約 3.65km に火山弾（1958/11/10) 

・約２km に長径 1.6m（1973/2/1) 

・湯の平に最大 1.5m（1983/4/8) 

・約 2.7km に 50cm 以上(2004/9/1） 

  
・2.5km 以内に最大 80cm の粗大軽石（1783） 

・前掛山に噴石（1783/8/3) 

直径 50cm 未満 
・峰の茶屋で直径 15cm 強の噴石

(1920/12/14) 

・追分に拳大の溶岩落下（1935/4/20) 

・分去茶屋にこぶし大(1937/4/16) 

・小浅間一帯に直径 20cm（1938/6/7) 

・約 9km に直径 6cm（1950/9/23) 

・約６～７km に拳大（1973/2/1) 

・約 3.5km に 20cm(2004/9/1） 

  

・約 6.7km に最大 13cm の石質岩片(1108) 

・約 6.7km に 20cm 以上の粗大軽石（1783） 

・牙山に噴石（1783/8/3) 

火山灰 

・前橋・高崎に 2.7g/m2(1920/12/22) 

・南西外輪山一帯に 20～30cm 厚さで堆

積(1955/6/11) 

・首都圏に微量の降灰（2009/2/2） 

・高崎で 2000g/m2、館林に降灰(1938/6/7) 

・前橋で 88g/m2、東京でも降灰（1950/9/23) 

・渋川に降石、栃木に降灰（1958/11/10) 

・火口から約５km で降灰・軽石(1973/2/1) 

・峰の茶屋で 2720g/m2（1983/4/8) 

・北東約 6km で厚さ２～３mm 堆積（2004/9/1) 

  
・北東 400km 以遠（大槌）に火山灰（1783/7 下旬） 

・東南東約 220km 以遠（銚子）に火山灰（1783/8/4） 

火砕流 ・北側山腹約 1km まで（1982/4/26) 

・約３km（前掛山の範囲内）に堆積（1958/11/10) 

・北側山腹約 1.5km まで(1973/2/1) 

・火口北側斜面に火砕流(1983/4/8) 

  
約６ｋｍ（吾妻火砕流） 

～約 10km（追分火砕流） 

融雪型火山泥流 なし ・約 2km 付近まで泥流流下(1973/2/1)   なし 

溶岩流 なし なし   約 3.5km（舞台溶岩流）～約 6km（鬼押出溶岩流） 

土石流・泥流 なし なし   約 100km（天明泥流） 

山体崩壊 なし なし   約 15km（鎌原岩屑なだれ） 

空振 なし 
・約 18km 以内で窓ガラスに被害(1950/9/23) 

・火口から約 3.8km の浅間園で窓ガラス破損(2004/9/1) 
  不明 

火山ｶﾞｽ ・山頂から１日当たり 5000 トンを超える二酸化硫黄を放出（2009/1/15（観測日））   不明 



（案） 

14 

３．小～中規模噴火の推移とその想定 

3.1 過去の小～中規模噴火の特徴の整理 

(1) 火山活動の時間的な推移 

明治以降の爆発的な噴火に至る過程では、体に感じられない小さな地震や火映などの前

兆現象が捉えられた事例が幾つかあった。また、昭和前半には、連続的に噴火が継続し灰

噴火が卓越した時期もあった。この時期には噴火の前駆現象を捉えるに十分な観測網は整

備されておらず、その前兆については未解明の部分が多い。ここで整理する小〜中規模噴

火は観測体制が整った後に発生した爆発的噴火についての観測事例を元に整理したもので、

単発的な小〜中規模噴火についてのシナリオであることに留意する必要がある。 

1958 年の噴火では、７月下旬から地震増加がみられ、10月に入りごく小規模な噴火が始

まった。その後、ごく小規模な噴火が繰り返され、10 月 20 日には小規模な爆発的噴火が

発生した。その20日後の 11月 10日に中規模な爆発的噴火が発生した。 

1973 年の噴火では、前年の11月末に弱い火映現象が確認され、12月下旬には白色噴煙

が増加した。２月１日に入り、噴火の約16時間前に明瞭な火映を確認、約９時間前から高

感度地震計による地震回数の急増が観測され、19 時 20 分頃に中規模な爆発的噴火が発生

した。 

2004 年の噴火では、９月１日の中規模な爆発的噴火が発生する約 30 時間前から、高感

度地震計による地震回数の急増と山体浅部の膨脹を示す傾斜変動が観測された。その後繰

り返された中規模な爆発的噴火の直前にも、同様な現象が観測されたことから、同規模程

度の爆発的な噴火であれば、前兆現象を事前に把握できる可能性があると考えられる。 

観測体制が整った後に発生した爆発的噴火について、噴火に至った過程は以下のように

整理できる。 

①地震や火映などの前兆現象から始まり、小規模な爆発的噴火が発生した後に中規模の

爆発的噴火に至る場合（1958年噴火の事例） 

②前兆現象から数時間～数十時間後に中規模の爆発的噴火が発生する場合（1973 年、

2004 年噴火の事例） 

ただし、直前に地震回数の増加や傾斜変動などといった既知の前兆現象が観測されない

まま、突如として爆発的噴火が発生する場合（1982年４月 26日、2019 年 8月 7日）もあ

り、注意が必要である。 

 

(2) 噴火規模と形態及び噴火に伴う現象 

小～中規模噴火と位置付ける爆発的な噴火では、噴出物量の規模は 10-6km３〜10-4km３程

度と見積もられ、噴石（火山岩塊、火山礫）、降灰、空振、火山ガス、小規模な火砕流とそ

れによる融雪型火山泥流（積雪期のみ）、降雨による土石流などを伴う。 

なお、1532 年及び 1648 年の噴火では山麓に融雪型火山泥流が発生したとの記録が残っ

ているが、これらの噴火の規模については不明である。 

また、明治以降の噴火には水蒸気噴火が含まれている。 
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(3) 噴出物の到達範囲 

 過去に発生した小～中規模噴火に伴う噴出物のうち、詳細な調査が行われている噴石、

降下火砕物（降灰）、火砕流及び融雪型火山泥流について、それらの到達範囲を以下とおり

整理した。 

① 噴石の到達範囲 

・直径50cm以上の噴石は上空の風の影響を受けず全方向に飛散している（図－3.1.1）。 

・爆発的な噴火による直径50cm 以上の噴石の最大到達距離は、火口中心から約4.5km で

ある（1938 年噴火、図－3.1.2）。 

・直径 20～30cm の噴石の飛散範囲は、若干上空の風の影響を受けるものの、50cm 以上

の噴石とほぼ同じである（図－3.1.3）。 

② 降下火砕物（降灰）の範囲 

※降灰は風の状況によって到達範囲が大きく変わりうるため、過去の噴火による顕著な

降灰実績についてのみ記述する。 

・爆発的噴火に伴う降灰は、風の影響を受けて主に風下側に流下する（図－3.1.4～6）。 

・火口周辺の風下側では降下した火山灰が厚く堆積することがある。1983 年の噴火では、

火口から東に約 4km 離れた場所で 2710g/m2（平均密度 1500kg/m3と仮定して換算する

と層厚約1.8mm）の降灰実績がある（図－3.1.4）。 

・風に流されて時に遠方まで到達することがある。東京都内でも降灰実績がある（1930

年、1950 年、1959 年、1982 年、2009 年噴火など）。また、2004 年の噴火では、250km

以上離れた福島県相馬市でも降灰を確認している。 

③ 火砕流の到達範囲 

 ・爆発的な噴火に伴い発生した火砕流の最大到達距離は火口中心から約 2.5km である

（1958年噴火実績）（図－3.1.7）。 

 ④ 融雪型火山泥流の到達範囲 

・爆発的噴火による融雪型火山泥流の最大到達距離は、火口中心から約 4km以内である

（1973年、1982年噴火の実績）（図－3.1.7）。 
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図－3.1.1 1920 年～2004 年の間に発生した噴火による直径50cm以上の噴石分布 

 

 

  

図－3.1.2 直径 50cm以上の噴石分布   図－3.1.3 直径 20～30cm の噴石分布 

（1938年 6月 7日の噴火）        （1920年～2004年） 

 

  

※この地図は、国土地理院の 
「数値地図 50000（地図画像）」 
を使用しています。 

※この地図は、国土地理院の 
「数値地図 50000（地図画像）」 
を使用しています。 

※この地図は、国土地理院の 
「数値地図 50000（地図画像）」 
を使用しています。 
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図－3.1.4 1983 年 4月 8日の噴火の降灰量分布図 [g/m2] 

      荒牧ほか(1983)24)より 
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図－3.1.5 2004 年 9月 1日、15-18日、23日、25日の噴火の噴出量分布[g/m2] 

吉本ほか（2005）20)より 
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図－3.1.6  2004 年 9月 29日、10月 10日、11月 14日の噴火の噴出量分布[g/m2] 

吉本ほか（2005）20)より 
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図－3.1.7 1958 年噴火の火砕流（赤色破線）、1973年噴火の火砕流・泥流 

（紫色実線）、1982年噴火の火砕流・泥流（青色実線）の到達範囲 

 

  

※この地図は、国土地理院の「数値地図 50000（地図画像）」を使用しています。 



（案） 

21 

3.2 小～中規模噴火の影響範囲の想定 

(1) 噴火規模の分類（小噴火／中噴火） 

小～中規模噴火の影響範囲を想定するにあたって、小～中規模噴火をその噴火規模に応

じてさらに分類することとする。 

本来、噴火の規模は噴出物量によって区分されるものであるが、小～中規模噴火はほと

んど地層にその痕跡を残さないため、最近の噴火以外は噴出物量による規模の判別が困難

である。他方、この噴火シナリオは、浅間山の来るべき噴火でどのような事態が発生する

のかのイメージを掴むと同時に、住民避難や道路規制等の防災対策に役立てることを目的

としており、噴火発生時に住民、登山者、観光客等の人命に重大な影響を及ぼすかどうか

が特に重要となる。 

以上のことを考慮して、ここでは人命に重大な影響を及ぼす直径 50cm 以上の噴石と火

砕流の到達範囲に着目して、小～中規模噴火を大きく２段階に区分し、それぞれ「小噴火」

「中噴火」という用語を用いることとする。具体的には、噴石及び火砕流が火口から概ね

２km を超えて概ね４km 以内の範囲に到達するものを中噴火、概ね２km 以内の範囲にとど

まるものを小噴火と区分する。 

なお、小噴火の中でも、火口から500m 程度の範囲に影響を及ぼす程度の噴火ならびに噴

出現象を指して「ごく小規模な噴火」という用語を用いることがあり、本シナリオ内でも

適宜用いることとする。 

 

(2) 噴火に伴う現象及び影響範囲の想定 

小噴火及び中噴火のそれぞれ代表的な噴火事例を以下の観点から抽出し、これらの事例

を噴火シナリオの検討対象とする噴火ケースとして想定した。 

・噴石、火砕流の到達範囲が詳細に調査されている。 

・詳細な記録が残っており、火山活動の推移が時系列で判明している。 

・同じ噴火区分でも、前兆現象や噴火の推移が違っている事例がある場合は、複数の事

例を代表とする。 

 

小噴火のケース        ：1982年噴火事例、2009年噴火事例 

中噴火のケース        ：1973年噴火事例、2004年噴火事例 

 

 その上で、噴火場所、噴火規模、噴火に伴う現象を以下のように想定した。 

①噴火場所：有史以降、現在の山頂火口以外から噴火した事例がないことから、現在の

山頂火口からの噴火を想定した。 

②噴火に伴う現象：過去の実績にもとづき、噴火現象として、噴石・降灰・火砕流・空

振・火山ガスおよび融雪型火山泥流と降雨による土石流・泥流を想定した。

特に、噴石の飛散及び火砕流を主たる現象として影響範囲を想定した。 

③影響範囲：3.2(1)に記載したとおり、噴石及び火砕流が概ね２kmを超えて概ね４km以

内の範囲に到達するものを中噴火、概ね２km以内の範囲にとどまるものを

小噴火と定義している。 

なお、中噴火では影響範囲が稀に４kmを超えることがある。 
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また、小さな噴石、降灰、空振、融雪型火山泥流、降雨による土石流・泥流

は、この範囲を超えて影響することがある。特に、多くの場合、降灰は噴

石や火砕流の影響範囲よりもかなり広範囲まで影響が及ぶ。 

 

 以上、噴火の想定のまとめを表－3.2.1 に示す。また、小～中規模噴火による各現象の

想定影響範囲を示したハザードマップを、浅間山火山防災協議会(2018)25)から抜粋して図

－3.2.1、図－3.2.2 に示す。 

 

表－3.2.1 噴火シナリオ作成のための噴火の想定のまとめ 

噴火場所 噴火様式 噴火区分 噴火に伴う現象※ 影響範囲 

現在の 

山頂火口 

爆発的な 

噴火 

小噴火 噴石（火山岩塊、火

山礫）、降灰、空振、

火山ガス、火砕流、

融雪型火山泥流、

降雨による土石

流・泥流 

・火口から概ね２km以内の範囲 

（噴石・火砕流の到達範囲） 

中噴火 

・火口から概ね４km 以内の範囲

で、稀に４kmをこえることもあ

る（噴石・火砕流の到達範囲） 

※ 融雪型火山泥流は 4km を超え

る領域にも影響 

※ 降雨による土石流・泥流のように、噴火終了後に二次的に発生する現象も含む。 

※ 噴石の影響範囲は直径 50cm 以上の噴石（火山岩塊）の飛散範囲を考慮したものであるが、

過去の噴火実績から、直径20～30cmの噴石の飛散範囲もほぼ同程度と推定される。 

※ 上空の風の影響を受ける小さな噴石については、風下側での防災対応を考える必要がある。 

※ 降灰については、噴煙の拡がり方が上空の風に大きく左右されることから、風の影響を考

慮した防災対策を考える必要がある（図－3.1.4～図－3.1.6）。 

※ 融雪型火山泥流については、泥流が流下し溢れる可能性の高い低地や沢筋周辺での防災対

応を考える必要がある。 
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図－3.2.1 小～中規模噴火に伴う各現象の想定影響範囲（無雪期） 

（浅間山火山防災協議会(2018)25)） 
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図－3.2.2 小～中規模噴火に伴う各現象の想定影響範囲（積雪期） 

（浅間山火山防災協議会(2018)25)） 
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3.3 火山活動推移の時系列での整理 

噴火の想定に基づいて、火山活動の推移を時系列で整理した推移表に取りまとめた。  

なお、推移表は、各噴火ケースの代表的な事例に基づき作成したものであるが、単純に

事実として判明している事項を時系列で並べるのではなく、 

 ・その事実がどのような火山現象あるいはマグマ活動に基づくものか 

 ・そのような現象が、現在の観測網ではどのようなデータとして観測されるか 

といった火山学的な解釈や推定を記述した。 

さらに、火山活動の推移をより分かりやすく表現するために、フロー図としても取りま

とめた。 

各噴火ケースにおける活動推移をケース毎に推移表（表－3.3.1～3.3.2）及びフロー図

（図－3.3.1～3.3.2）で示す。
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表3.3.1 小噴火ケースにおける火山活動の推移表（1982年、2009年の噴火事例に基づき作成） 

※１）悪天等で噴火規模が即時的に判断できない場合、レベル３とし状況を見ながらレベル下げの判断をする。 

※２）降雨時には、噴火でもたらされた未固結の堆積物の二次的移動による土石流・泥流が発生するおそれがあり、堆積量によっては、噴火が発生している期間だけでな

く噴火終了後も相当の間断続的に発生する可能性がある。 

※３）2009年の事例では、2008年夏以降火山性地震や火山ガス放出量の増加がみられる中で、噴火直前に火口近傍での傾斜変動が観測され、中噴火の可能性を想定してレ

ベル２からレベル３に引き上げたが、結果的には小噴火にとどまった。現状において噴火規模の正確な予測は難しく、今後もこうした事例が生じる可能性がある。 

  

時間（目安） 想定される火山現象 火山監視体制下で捉えられる観測データ 噴火警戒レベル 

活動前 ■マグマの動き無し ○火山性地震・微動、噴煙少ない レベル１（活火山であることに留

意） 

山頂火口から約 500ｍ以内に

噴石が飛散する可能性あり 

数ヶ月～数年 ■山体深部へのマグマ貫入 ○マグマ貫入を示す地殻変動 

○山体内で地震発生 

数ヶ月～数年 ■マグマからの脱ガス促進 ○火山体浅部での火山性地震・火山性微動の発生 

○火口底温度上昇、微弱な火映 

○噴煙量増加、火山ガス放出量増加 

レベル２（火口周辺規制） 

 山頂火口から約２km 以内に噴

石が飛散する可能性あり※１） 

 

 

 

 

 

〔レベル３(入山規制)※３）〕 

■山頂火口からごく小規模な噴火発生 

 ・火口から約 500ｍ以内に噴石飛散、風下側で

は山腹に小さな噴石落下や降灰 

○高さ千ｍ以下の火山灰混じりの噴煙 

○山頂部に降灰 

数分～数日 ■山頂火口から小噴火発生 

・火口から約２km 以内に噴石飛散、風下側で

は山麓に小さな噴石落下や降灰 

・ごく小規模火砕流が発生（積雪期にはごく小

規模な融雪型火山泥流が発生） 

○マグマ上昇を示す傾斜変動 

○火山体浅部での火山性地震・火山性微動の増加 

○〔噴火直前に火口近傍での傾斜変動※３）〕 

○高さ千～３千ｍ程度に達する噴煙 

○規模の大きな低周波地震、空振、噴火微動 

数ヶ月～数年 ■山体浅部での活動の高まりが継続、小噴火が

時々発生 

○地震活動、噴煙活動の継続 

数ヶ月 ■火山体浅部の活動が次第に低下 

■山体深部へのマグマ貫入停止 

○地震活動の低下 

○火口底温度低下 

○噴煙量、火山ガス放出量の減少 

○マグマ貫入を示す地殻変動の停止 

レベル１（活火山であることに留

意） 

山頂火口から約 500ｍ以内に

噴石が飛散する可能性あり 

活動時～終了

後数年 

■降雨型の土石流、泥流が発生※２） 
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図－3.3.1 小噴火のケース 

時間
(目安)

0～数年 数日～数ヶ月 数ヶ月～数年

噴火活動
の想定

時期 静穏期 活動活発化期 小噴火期 噴火終息期

噴火警戒
レベル
及び

火山情報

<レベル１（活火山であ
ることに留意）>
◇火山の状況に関する解
説情報
活動状況によって適宜
「火山の状況に関する解
説情報」を発表する。

<レベル２（火口周辺規制）>
◇噴火警報（火口周辺規制）
「火山活動はやや活発。火口
周辺に影響を及ぼす噴火の発
生が予想される。」

<レベル２（火口周辺規制）>
◇噴火警報（火口周辺規制）
「火山活動はやや活発。火口周辺に
影響を及ぼす噴火の発生が予想され
る。」

<レベル１>
◇噴火予報（警報解除）
活動の状況に応じて、適
宜レベル変更を行う。

基本的な
応急対策

山頂火口から半径約500m
以内への立入規制等。

山頂火口から半径約２km以内への立入規制等。 規制緩和等。

注１）ここでいう噴石とは、被害が想定される直径50cm以上のものとする。なお、過去の実績から、直径20-30cmの噴石の飛散範囲も
ほぼ同程度と推定される。また、降灰には火山灰のほか、風の影響を受ける小さな噴石を含むこととする。

注２）降雨時には、噴火でもたらされた未固結の堆積物の二次的移動による土石流・泥流が発生するおそれがあり、堆積量によって
は、噴火が発生している期間だけでなく噴火終了後も相当の間断続的に発生する可能性があるため注意を要する。

【活動の終息】
○地震活動低下
○熱活動低下
○マグマ貫入の停止
を示す地殻変動等

（既知の前兆現象なし）

【火山活動の高まり】
平常時

【火山活動の高まり】
○地震・微動活動の活発化
○熱活動の活発化
○マグマ貫入・上昇を示す
地殻変動

○火山ガス放出量増加
○微小噴火 等

【小噴火発生】山頂火口で小噴火。
■噴石の飛散範囲：山頂周辺（山
頂火口から半径約２km）。

■その他の現象：降灰、ごく小規
模な火砕流、積雪期の融雪型火
山泥流の発生等。

（凡例） 矢印の色 矢印の太さ
：火山活動が継続あるいは活発化 ：過去事例により相対的に可能性が高いと考えられる現象
：火山活動が沈静化 ：過去事例により相対的に可能性が低いと考えられる現象

（これはひとつの想定であり、必ずしも起こりうる全ての現象やその推移を網羅したものではない。）

【二次的に発生する現象】
■噴火で堆積した噴出物による土石流・泥流
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表－3.3.2(1) 中噴火ケースにおける火山活動の推移表 （1973 年、2004年噴火事例に基づき作成：１／２） 

 

 

時間（目安） 想定される火山現象 火山監視体制下で捉えられる観測データ 噴火警戒レベル 

活動前 ■マグマの動き無し ○火山性地震・微動、噴煙少ない レベル１（活火山であるこ

とに留意） 

山頂火口から約500ｍ以

内に噴石が飛散する可

能性あり 

数ヶ月～数年 ■山体深部へのマグマ貫入 ○マグマ貫入を示す地殻変動 

○山体内で地震発生 

数ヶ月～数年 ■マグマからの脱ガス促進 ○火山体浅部での火山性地震・火山性微動の発生 

○火口底温度上昇、微弱な火映 

○噴煙量増加、火山ガス放出量増加 

レベル２（火口周辺規制） 

 山頂火口から約２km 以

内に噴石が飛散する可

能性あり※１） 

→ 状況を見ながらレ

ベル下げの判断 

■山頂火口からごく小規模な噴火発生 

 ・火口から約 500ｍ以内に噴石飛散、風下側では

山腹に小さな噴石落下や降灰 

○高さ千ｍ以下の火山灰混じりの噴煙 

○山頂部に降灰 

数時間～数日 ■火山体浅部での活動の高まり 

■火道内部をマグマが上昇 
○マグマ上昇を示す傾斜変動 

○火山体浅部での火山性地震・火山性微動の増加や群

発地震活動 

レベル３（入山規制） 

 山頂火口から約４km 以

内に噴石が飛散する可

能性あり（状況により４

km超の範囲に影響）※２） 

【一部道路の通行規制】 

数分 ■山頂火口から中噴火発生 

・爆発的噴火 

・火口から約４km以内に噴石飛散、稀に約４kmを

こえることがある 

・風下側では山麓に小さな噴石や降灰、火山灰は

風に流され、広域で降灰 

・小規模火砕流が山腹まで流下（積雪期には小規

模な融雪型火山泥流が山腹まで流下） 

○火道内部の急激な膨張を示す傾斜変動 

○高さ数千ｍに達する噴煙 

○大きな爆発地震とそれに続く噴火微動 

○爆発に伴う空振、爆発音、火山雷 

レベル３（入山規制） 

 山頂火口から約４km 以

内に噴石が飛散する可

能性あり（状況により４

km超の範囲に影響）※２） 

【一部道路の通行規制】 
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表3.3.2(2) 中噴火ケースにおける火山活動の推移表 （1973年、2004 年噴火事例に基づき作成：２／２） 

※１）悪天等で噴火規模が即時的に判断できない場合、レベル３とし状況を見ながらレベル下げの判断をする。 

※２）レベル３の状況において4km超の範囲の防災対応が必要な場合は、中噴火が切迫している旨の噴火警報を発表する。 

※３）降雨時には、噴火でもたらされた未固結の堆積物の二次的移動による土石流・泥流が発生するおそれがあり、堆積量によっては、噴火が発生している期間だけでな

く噴火終了後も相当の間断続的に発生する可能性がある。 

  

時間（目安） 想定される火山現象 火山監視体制下で捉えられる観測データ 噴火警戒レベル 

数時間～数日 ■中噴火終了 ○火道内部やマグマ貫入域の収縮を示す傾斜変動 

○火山性地震・火山性微動の減少 

レベル３（入山規制） 

山頂火口から約４km以内に噴

石が飛散する可能性あり 

【状況を見ながら通行規制解

除】 

■火道内をマグマが上昇、脱ガスの促進、ごく小

規模な噴火が時々発生 

○火口底赤熱現象、温度上昇、火映 

○火山ガス放出量の増加 

○高さ千ｍ以下の火山灰混じりの噴煙 

１日～数日 ■山頂火口からのごく小規模な噴火が連続 

・ごく小規模な噴火（溶岩噴泉を伴う）が連続

的に発生 

・火口底にマグマ出現 

・山頂部周辺に赤熱した噴石(スパター)を飛散 

・風下側では山腹から山麓にかけて小さな噴石

や降灰、遠方でも弱い降灰 

○噴火に伴う高さ千～３千ｍ程度に達する噴煙 

○連続的な噴火微動、鳴動 

○噴火に伴う小振幅の空振、弱い爆発音 

○多量の火山ガス放出継続 

レベル３（入山規制） 

山頂火口から約４km以内に噴

石が飛散する可能性あり 

数ヶ月 ■山頂火口から小～中噴火の繰り返し 

・火道内へのマグマ上昇 

 ・小～中噴火の発生 

 ・深部へのマグマ貫入が継続 

○マグマ上昇を示す傾斜変動と火山体浅部での火

山性地震・火山性微動の増加（ただし、噴火が発

生しない場合もある） 

○高さ数千ｍに達する噴煙 

○大きな爆発地震とそれに続く噴火微動 

○爆発に伴う空振、爆発音、火山雷 

○火道内部やマグマ貫入域の収縮を示す傾斜変動 

○火山性地震・火山性微動の減少 

○マグマ貫入を示す地殻変動は継続 

レベル３（入山規制） 

山頂火口から約４km以内に噴

石が飛散する可能性あり（状

況により４km 超の範囲に影

響）※２） 

【一部道路の通行規制と、状況

を見ながら通行規制解除】 

数ヶ月～１年 ■火道内へのマグマ上昇の停止 

■火山体浅部の活動が次第に低下 

■深部へのマグマ貫入が停止 

○火山性地震活動の低下 

○火口底温度の低下 

○噴煙量、火山ガス放出量の減少 

○マグマ貫入を示す地殻変動の停止 

レベル２（火口周辺規制） 

 山頂火口から約２km 以内に噴

石が飛散する可能性あり 

活動時～終了

後数年 

■降雨型の土石流、泥流が発生※３）  レベル１（活火山であることに留意） 

山頂火口から約 500ｍ以内に

噴石が飛散する可能性あり 
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図－3.3.2 中噴火のケース

時間
(目安)

０～数年 数時間～数週間 数分～数時間 数ヶ月〜1年程度 数ヶ月～数年

噴火活動
の想定

時期 静穏期 活動活発化期 中噴火直前期 中噴火期 噴火終息期

噴火警戒
レベル
及び

火山情報

<レベル１（活火山で
あることに留意）>
◇火山の状況に関す
る解説情報
活動状況によって適
宜「火山の状況に関
する解説情報」を発
表する。

<レベル２（火口周辺
規制）>
◇噴火警報（火口周
辺規制）
「火山活動はやや活
発。火口周辺に影響
を及ぼす噴火の発生
が予想される。」

<レベル３（入山規制）>
◆噴火警報（入山規制）
「火山活動は活発。居住地
域の近くまで重大な影響を
及ぼす（この範囲に入った
場合には生命に危険が及
ぶ）噴火が発生、あるいは
発生すると予想される。」

<レベル３（入山規制）>
◆噴火警報（入山規制）
「火山活動は活発。居住地域の近くまで重大な影
響を及ぼす（この範囲に入った場合には生命に危
険が及ぶ）噴火が発生、あるいは発生すると予想
される。」

<レベル２あるいは１>
◇噴火警報（火口周辺規
制）
◇噴火予報（警報解除）
活動の状況に応じて、適宜
レベル変更を行う。

基本的な
応急対策

山頂火口から半径約
500m以内への立入規
制等。

山頂火口から半径約
２km以内への立入規
制等。

登山・入山規制等危険な地域（山頂火口から半径約４km以内。状況により４km
超の区域（周辺道路等）を含む。）への立入規制。状況に応じて、警戒が必要
な居住地域での高齢者等の要配慮者の避難の準備等。

規制緩和等。

注１）ここでいう噴石とは、被害が想定される直径50cm以上のものとする。なお、過去の実績から、直径20-30cmの噴石の飛散範囲もほぼ同程度と推定される。また、
降灰には火山灰のほか、風の影響を受ける小さな噴石を含むこととする。

注２）降雨時には、噴火でもたらされた未固結の堆積物の二次的移動による土石流・泥流が発生するおそれがあり、堆積量によっては、噴火が発生している期間だけ
でなく噴火終了後も相当の間断続的に発生する可能性があるため注意を要する。

【前兆現象】

【活動の終息】
○小噴火の散発的発生
○地震活動低下
○熱活動低下
○マグマ貫入を示す

地殻変動の停止

平常時
【前兆現象】
○マグマ上昇を示す傾斜変
動

〇山体浅部での火山性地
震・火山性微動の増加や
群発地震活動

〇火道内部の急激な膨張を
示す傾斜変動 等

【火山活動の高まり】
○地震活動活発化
○熱活動活発化
○地殻変動
○火山ガス放出量増加
○微小噴火・小噴火等
の発生 等

※規模の事前予測は現状で
は困難。

【中噴火発生】
■噴石の飛散範囲：山腹
(山頂火口から半径４
km、稀に約４kmを超え
ることがある)。

■その他の現象：降灰、
空振、小規模な火砕流、
積雪期の融雪型泥流の
発生等。

【連続微噴火発生】
■火口底にマグマ出現
■山頂部周辺に溶岩噴泉
■山腹から山麓に噴石，降灰

【噴火未遂】

※この活動を数回繰り返す可能性あり

（凡例） 矢印の色 矢印の太さ
：火山活動が継続あるいは活発化 ：過去事例により相対的に可能性が高いと考えられる現象
：火山活動が沈静化 ：過去事例により相対的に可能性が低いと考えられる現象

（これはひとつの想定であり、必ずしも起こりうる全ての現象やその推移を網羅したものではない。）

（既知の前兆現象なし）

既知の
前兆現象なし

【二次的に発生する現象】 ■噴火で堆積した噴出物による土石流・泥流
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４．大規模噴火の推移とその想定 

4.1 過去の大規模噴火の特徴の整理 

(1) 過去の大規模噴火の時間的な推移 

過去の大規模噴火のうち、有史以降に発生した天明噴火、天仁・大治噴火、古墳時代の

大規模噴火（図－2.1.4 参照）について、主に地質学的知見（天明噴火については過去の

記録や文献も含む）からその推移を整理した。 

有史以降最大規模の噴火である天仁噴火（1108 年～）については、火山活動の時間的な

推移はよくわかっていないものの地質学的に噴火の推移は推定されている。地層に残る程

度の規模の前兆的な噴火が発生した後、火山砂から軽石を噴出する規模の大きな爆発的な

噴火を４回繰り返し、巨大な噴煙柱を形成する噴火に移行した。その後、再び爆発的な噴

火から巨大な噴煙柱を形成する噴火に移行し、その間火砕流や溶岩流が発生していた可能

性がある。その後さらに、火砕流を発生するような規模の大きな爆発的噴火を、約10年に

わたって断続的に繰り返していた可能性がある。 

一方、天仁噴火と同様に最大規模の噴火である天明噴火（1783年）については、噴火に

至る過程が詳細な記録や文献から判断することができる。それらによると、1783年５月９

日の最初の噴火から約３ヶ月間は断続的に噴火を繰り返し、７月後半から噴火間隔を次第

に短くしながら８月２日には巨大な噴煙柱を形成する噴火に移行した。８月４日夜から噴

火は最盛期を迎え、粗大軽石を含む大量の軽石が降下するとともに、火砕流や溶岩流が発

生、翌５日には岩屑なだれや泥流が発生した。なお、巨大な噴煙柱を形成する噴火に移行

する直前には、マグマ上昇に伴う顕著な地殻変動を伴うことが予想されるが、当時の詳細

な状況は判っていない。 

その他、古墳時代の大規模噴火や大治の大規模噴火（1128年）では、地層に残る程度の

前兆的な噴火はなく巨大な噴煙柱を形成する噴火が発生している。 

これらのように浅間山の前掛火山の大規模噴火では火山活動の推移や継続期間が毎回

異なっていたと推定される（図－4.1.1）。 
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図－4.1.1 大規模噴火推移のイメージ図 （安井・高橋（私信）を基に作成） 

 

  

？

古墳時代の噴火

前兆的噴火
のないパターン？

P1 P3P2

活動期間不明
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(2) 噴火規模と形態及び噴火に伴う現象 

浅間前掛火山の第Ⅲ活動期(約 2000年前〜現在)の大規模噴火では、天明噴火（1783年）

の噴出物量は0.51km3、天仁噴火(1108年〜)は 0.9km3、古墳時代初期の噴火は0.63km3と見

積もられている。さらに、大治噴火（1128 年）の噴出量は 1桁少ない 0.03km3と推定され

ている。第Ⅱ活動期（約6500年前〜約3500年前）の大規模噴火は３回知られており、各々

0.085km3〜0.26km3の噴出物量が推定されている。これらの大規模噴火は、多量の軽石を含

む大規模な噴煙柱を形成する噴火を繰り返し、火砕流、溶岩流、噴石（主に粗大軽石や多

量の軽石。火山岩塊や火山礫を含む）、降灰、空振、火山ガスや降雨による泥流、土石流な

どを伴う。天明噴火では大規模な岩屑なだれも発生している。 

なお、特に第Ⅰ活動期（約9500 年前〜約7500 年前）及び第Ⅱ活動期を中心に、こうし

た大規模噴火と比べて一回り小さい規模の軽石噴火が比較的多く発生していることが確認

されている。 

また、これらの大規模噴火の間には、小～中規模の爆発的噴火が繰り返し発生している。

多くは地層に痕跡を残さない程度の噴火であり、地層からその状況を推定することは困難

である。 

 

 

4.2 大規模噴火の影響範囲（実績及び想定） 

浅間山の大規模噴火における噴出物の到達範囲（実績及び想定）については、平成30年

３月に作成・改訂した浅間山火山ハザードマップ（浅間山火山防災協議会(2018)25)）にお

いて、大きな噴石、降下火砕物（降灰）、火砕流、溶岩流の影響範囲が検討されている。本

項ではその概要を、背景にある考え方（根拠とした過去の噴火の噴出物分布等）とともに

記述する。このほか、軽石の飛散に関する影響範囲について、過去の噴火における噴出物

分布を中心に記述する。 

 ① 大きな噴石の到達範囲 

・過去の大規模噴火における大きな噴石の到達範囲を地質学的な調査から完全に推定す

ることは困難である。 

・大きな噴石（大きさ50cm 程度以上、密度2.5g/cm3）の放出の初速度250m/s を想定し

たシミュレーションでは、最大到達距離は４kmを越えない結果であった。 

・以上のことから、大きな噴石の影響範囲は４km以内とした（図－4.2.1）。 

② 降下火砕物（降灰）の範囲 

・安井(2015)16)によると、天仁噴火による降下火砕物は、東～東南東を分布軸とし、層

厚128cmの範囲は火口から最大で約９km、64cm の範囲は約13km、32cm の範囲は約23km

と推定されている。この分布をよく再現するパラメータを設定して、過去50年間の風

データを利用して数値シミュレーションを実施し、その結果を基に設定した降下火砕

物（降灰）の想定到達範囲を図－4.2.1, 図－4.2.2に示す。 

③ 火砕流の到達範囲 

・荒牧(1993)14)によると、過去の大規模噴火に伴う火砕流の到達距離（確認されている

もの）は最大で約10km。 

・大規模噴火に伴う火砕流の想定到達範囲を図－4.2.1 に示す。この領域は、天仁噴火
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の追分火砕流の総流出量0.26km3（荒牧(1968)1））が山頂から4方向（東西南北）に均

等に流出する噴火を想定した数値シミュレーション結果であり、浅間山の大規模噴火

における火砕流影響範囲の目安となるものである。しかし、噴火の規模や火砕流の流

出率が増大した場合は影響範囲が拡大することにも留意する必要がある。 

④ 溶岩流の到達範囲 

・浅間山の既往の大規模噴火で確認されている溶岩流（例えば高橋・安井(2013)17））を

参考に、前掛山山頂から北方向及び北東方向に流下する噴出総量 0.17km3 の溶岩流を

想定して実施した数値シミュレーション結果を、溶岩流の想定到達範囲として図－

4.2.1に示す。 

⑤ 軽石の到達範囲 

・天明噴火のクライマックス噴火※11（8月 4日夜～5日朝）では、数十cm程度の岩塊（軽

石質岩塊？）が火口から４km以上の遠方まで到達した実績がある（浅間山火山防災協

議会(2018)25)、日野・都司(1993)26)）。粗大軽石を含む多量の軽石が山麓にも雨あられ

のように降り注ぎ、軽井沢宿では焼石に打たれて即死したり、多くの家屋が火災で焼

失したと記録されている。また、地質調査でも20cm以上の粗大軽石が火口から6.7km

の地点で確認されている（安井、私信）。 

・天明噴火による地層に残された堆積物の状況を図－4.2.3 に示す。降下火砕物の層は

主に軽石や火山灰からなる。なお、層厚は堆積後に侵食作用や圧密作用によって減少

した可能性が考えられ、降下時の堆積物の厚さはこれよりもさらに厚かった可能性が

ある（荒牧ほか(1998)27））。 

・軽石質の岩塊は、密度が①の大きな噴石のシミュレーションで想定されている

2.5g/cm3よりもかなり小さく、上空の風の影響を受けてより広い範囲に飛散している

可能性がある。 

⑥ 融雪型火山泥流の到達範囲 

・過去の大規模噴火による融雪型火山泥流の到達範囲は不明である。 

・融雪型火山泥流の数値シミュレーション結果の一例を図－4.2.4 に示す。この例は、

山体を覆う雪の平均的な積雪深が 50cm の状況（従来の小～中規模の噴火による融雪

型火山泥流における想定と同じ）で、山頂火口から噴出総量 200万㎥の火砕流が、一

方向に流下した場合を想定し、８方向分を重ね合わせたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

※11 クライマックス噴火 ： 一連の火山活動の中で特に規模の大きい噴火。 
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図－4.2.1 大規模噴火における大きな噴石、降下火砕物（降灰）、火砕流（火砕サージ）及び溶岩流の想定到達範囲 

（浅間山火山防災協議会(2018)25)） 
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図－4.2.2 大規模噴火における降下火砕物（降灰）の想定到達範囲 

（浅間山火山防災協議会(2018)25)） 
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図－4.2.3 天明噴火による地層に残された堆積物の状況（安井ほか(1997)18）、Yasui(2018)28)） 

(a)火口から東～東南東方向5.6km の地点の地層の状況 

(b)火口から東南東側における降下単位毎の地層に残された堆積物の厚さ（単位cm）。このうち②の19p層は 8月 4日午後

の噴火、③の21p層は 8月 4日夜～5日朝の噴火に対応すると考えられる。④は天明噴火のトータルの堆積物の厚さ。 
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図－4.2.4 大規模噴火を想定した融雪型火山泥流の数値シミュレーション 

（利根川水系砂防事務所提供） 
・山体を覆う雪の平均的な積雪深が50cmの状況で、山頂火口から噴出総量200万㎥の火砕流が、一方向に流

下した場合を想定し、８方向分を重ね合わせた融雪型火山泥流の影響範囲に関する数値シミュレーション

結果。  

    火砕流 

    融雪型火山泥流 

※この地図は、国土地理院の「地理院地図」を使用しています。 



（案） 

39 

4.3 大規模噴火の推移の想定 

  

(1)大規模噴火のステージの想定 

整理した大規模噴火の資料から、浅間前掛火山大規模噴火の噴火推移（図－4.3.1）を

採用する。 

大規模噴火に備えるための広域避難を含む事前の防災対応を検討するにあたっては、

大規模噴火の噴火推移（図－4.3.1）のうち、特に活動の初期段階において想定される現

象を整理しておくことが有効である。そこで本章では、図－4.3.1中の(a)～(e)で示す活

動初期段階の各ステージに着目し、これらのステージで想定される現象や予想される観

測データ等について次項で検討することとする。 

なお、図－4.3.1は、類型化した噴火事象ごとに、図の左側から右側に時間的に推移す

るように記述したものであるが、これらを噴火のステージ間の遷移がより明確になるよ

うに整理した遷移図を図－4.3.2に示す。 
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図－4.3.1 浅間前掛火山大規模噴火の噴火推移（高橋ほか（投稿中）29)を基に作成）

ブルカノ式

大規模ブルカノ式※
火山砂→軽石
（プリニー式？）
４回繰り返し

マグマ水蒸気噴火？

終了

ブルカノ式

大規模
ブルカノ式

終了
ブルカノ式 終了

終了

火砕流・岩屑なだれ
１ヵ月休止

火砕流？

火砕流？

10年継続？
火砕流？

火砕流？

火砕流？

溶岩？

天明（18世紀）

天仁（12世紀）

大治（12世紀）

古墳時代

開始 → 休止８日間（この間も断続的なブルカノ式噴火
が発生と推定）→ 連続９日間→クライマックス１日

＜短期終了型＞

＜長期継続型＞

※大規模ブルカノ式噴火：比較的短期
間に噴出したブルカノ式噴火の噴出
物（岩片・火山灰層）が明らかな地
層として明瞭に残されている噴火

前兆現象

前兆的噴火
有り

前兆的噴火
無し

(a)前兆現象

(b)ブルカノ式噴火 (c)クライマックスに
先行する噴火

(d)クライマックスに
先行する噴火

プリニー式 プリニー式

プリニー式
（クライマックス？）

プリニー式
（クライマックス？）

(e)プリニー式噴火

(e)プリニー式噴火

プリニー式
（クライマックス）

休止期間を挟みながらブルカノ式噴火

大規模ブルカノ式
火山砂→軽石
（プリニー式？）
３回繰り返し

＊地層に残らない
程度の噴火が発
生している可能
性はある

ブルカノ式
7日間
休止

ブルカノ式

4日間

ブルカノ式
火砕流？ 溶岩？

プリニー式
（クライマックス？）

溶岩？

大規模ブルカノ式
火山砂→軽石
（プリニー式？）
３回繰り返し

ブルカノ式
大規模ブルカノ式
火山砂→軽石
（プリニー式？）
→火山砂

溶岩？

プリニー式
（クライマックス？）

大規模ブルカノ式
火山砂→軽石
（プリニー式？）

プリニー式
（クライマックス？）

プリニー式

(b)ブルカノ式噴火

大規模
ブルカノ式

（クライマックス）
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図－4.3.2 大規模噴火の遷移図 

 

 

  

山体西麓へのマグマ上昇・
貫入を示す地殻変動

多量のマグマ蓄積
を示す地殻変動

大規模噴火の準備過程

マグマの上昇を示す
地殻変動

火山性地震・微動の増加
火山ガスの増加

火山活動の開始

水蒸気噴火
【突発的に発生する場合もある】

マグマの急激な上昇を
示す地殻変動

火山性地震・微動の活発化
多量の火山ガス放出

火山活動の活発化

火砕物に新鮮なマグマ

大規模
ブルカノ式噴火

プリニー式噴火
火砕流

クライマックスに先行する噴火
【数回繰り返す場合もあり】

クライマックス噴火※

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

・地層に残らない小～中規模の噴火（ブルカノ式噴火）
・小規模な軽石噴火（プリニー式噴火）

※クライマックス噴火：
一連の火山活動の中で
特に規模の大きい噴火。
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(2) 大規模噴火の各ステージで想定される現象、予想される観測データ等 

活動初期段階の各ステージ（図－4.3.1の (a)～(e)の各ステージ）において想定される

前駆現象と、それに伴って予想される観測データを検討した。また、このような変化が観

測されたと仮定した場合に適合する噴火警戒レベルの推移と、各ステージの火山活動によ

って想定される影響について下線を引いて示した。 

 

 

(a) 前兆現象 

一般に、大規模噴火に至る過程では、事前に上部地殻内部のマグマ溜まりに多量の

マグマが蓄積されることが想定され、これに伴う地震活動や地殻変動など火山活動の

変化が生じる可能性が高い。そして、現在の観測技術では、こうした大規模噴火に先

駆する現象を捉えられる可能性は高いといえる。 

一方で、これらの先駆的な観測データの変化を捉えたとしても、噴火の規模や推移、

噴火の正確な開始時期を推定することは簡単ではないことに留意する必要がある。 

（例えば、数か月から数年にわたってマグマの蓄積が継続していることは把握できても、

何日後（あるいは何年後）に噴火が始まるのか、最初に小噴火・中噴火が発生してか

ら大規模噴火に至るのか、いきなり大規模噴火が発生するのか、あるいは小噴火・中

噴火だけで活動が一旦終息するのか、といった将来の活動推移を正確に推定すること

は困難である。） 

 

◎想定される現象： 

噴火に先駆する山体深部のマグマ溜りへのマグマ蓄積の進行 

◎予想される観測データ： 

深部マグマ溜りへのマグマ蓄積を示す地殻変動 

（浅間山西方でのGNSS基線長の伸張：全体で10cm のオーダー） 

※ある仮定の下でのシミュレーション結果を、例として参考図－1に示した。 

◎噴火警戒レベル： 

レベル１ 

◎想定される影響： 

地震発生による影響の可能性 

 

 

(b) ブルカノ式噴火（山頂火口からの中規模噴火の発生） 

◎想定される現象： 

山体西麓へのマグマ上昇・貫入 

マグマ上昇・貫入に伴う山体内で応力蓄積 

マグマからの脱ガスの進行 

ごく小規模な水蒸気噴火の発生 

山頂火口内へのマグマ上昇 

ブルカノ式噴火の断続的発生、噴火規模の増大 
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◎予想される観測データ： 

山体西麓へのマグマ上昇・貫入を示す地殻変動・傾斜変化 

（浅間山西麓を南北に挟むGNSS 基線長の伸張：mmのオーダー） 

（浅間山西麓への急激なダイク貫入を示す傾斜変動：0.1〜0.5μrad のオーダー） 

※ある仮定の下でのシミュレーション結果を、例として参考図－2に示した。 

浅間山西麓を震源とする地震活動の高まり 

山体浅部で発生する火山性地震と火山性微動の活発化 

火山ガス放出量・噴煙量及び噴煙高度の増加 

前掛火山直下の温度上昇を示す全磁力変化 

火映現象 

火口底温度の上昇 

◎噴火警戒レベル： 

レベル2 −＞ レベル3（中噴火発生） 

 −＞ レベル4（噴火規模の増大、過去に例のない規模の観測データ変化） 

◎噴火により想定される影響： 

火口から約4km以内への噴石（火山岩塊、火山礫）の飛散 

（噴火規模の増大により、火口から約4km以遠への飛散も想定） 

風下側山麓への火山灰の降下 

小規模火砕流の発生（積雪期は融雪型火山泥流の発生） 

爆発的噴火に伴う空振 

 

 

(c) 天明噴火のクライマックスに先行する噴火 

◎想定される現象： 

多量のマグマ上昇を示す地殻変動 

山体西麓への急激なマグマ上昇・貫入の繰り返し 

山頂火口内へのマグマ上昇 

プリニー式噴火の発生と規模増大 

火口近傍での火砕丘の形成 

山頂火口内で溶岩噴泉が断続的に発生 

火砕流の発生 

◎予想される観測データ： 

山体西麓への繰り返しのマグマ上昇・貫入を示す地殻変動・傾斜変化 

（浅間山西麓を南北に挟むGNSS 基線長の伸張の継続：数cmのオーダー） 

 （浅間山西麓への急激なダイク貫入を示す傾斜変動：数μradのオーダー） 

※ある仮定の下でのシミュレーション結果を、例として参考図－3,参考図－4に示した。 

火山性地震・火山性地震の活発化 

多量の火山ガス放出 

プリニー式噴火による軽石の降下 

新鮮なマグマが降下火砕物の主体をなす 
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火砕流発生に伴う灰かぐらの降下 

◎噴火警戒レベル： 

レベル4 −＞ レベル5（噴火規模の増大、火砕丘の形成、火砕流の発生） 

◎噴火により想定される影響： 

山麓まで多量の軽石や火山灰が飛散、降下 

爆発的噴火に伴う空振 

火砕成溶岩流の発生 

火砕流とそれに伴う火砕サージの発生 

火砕流による融雪型火山泥流の発生（積雪期）  

 

 

(d) 天仁噴火のクライマックスに先行する噴火 

◎想定される現象： 

多量のマグマ上昇を示す地殻変動 

山体西麓への急激なマグマ上昇・貫入の繰り返し 

山頂火口内へのマグマ上昇 

大規模なブルカノ式噴火の発生 

プリニー式噴火の発生 

火口近傍での火砕丘の形成 

◎予想される観測データ： 

山体西麓への繰り返しのマグマ上昇・貫入を示す地殻変動・傾斜変化 

（浅間山西麓を南北に挟むGNSS 基線長の伸張の継続：数cmのオーダー） 

（浅間山西麓への急激なダイク貫入を示す傾斜変動：数μradのオーダー） 

※ある仮定の下でのシミュレーション結果を、例として参考図－3,参考図－4に示した。 

活発な火山性地震、火山性微動の発生 

多量の火山ガス放出 

プリニー式噴火による降下軽石の降下 

新鮮なマグマが降下火砕物の主体をなす 

火砕流発生に伴う灰かぐらの降下 

◎噴火警戒レベル： 

レベル4 −＞ レベル5（噴火規模の増大、火砕丘の形成、火砕流の発生） 

◎噴火により想定される影響： 

山麓まで多量の軽石や火山灰が飛散、降下 

火口から約4km以遠への噴石（火山岩塊、火山礫）の飛散 

火砕流とそれに伴う火砕サージの発生（積雪期は融雪型火山泥流の発生） 

爆発的噴火に伴う空振 

 

 

(e) プリニー式噴火（前兆的噴火なし） 

◎想定される現象： 
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【前駆現象】 

多量のマグマ上昇を示す地殻変動 

山体西麓へのマグマ上昇・貫入 

マグマ上昇・貫入に伴う山体内で応力蓄積 

マグマからの脱ガスの進行 

地層の痕跡を残さない規模の噴火発生 

小規模な火砕流の発生 

小規模の軽石噴火の発生 

【噴火発生】 

プリニー式噴火の発生 

火口近傍での火砕丘の形成 

火砕流の発生 

◎予想される観測データ： 

【前駆現象】 

山体西麓への繰り返しのマグマ上昇・貫入を示す地殻変動・傾斜変化 

（浅間山西麓を南北に挟むGNSS 基線長の伸張の継続：cmのオーダー） 

（浅間山西麓へのダイク貫入を示す傾斜変動：μradのオーダー） 

 ※ある仮定の下でのシミュレーション結果を、例として参考図－3,参考図－4 に示した。

 火山性地震・火山性地震の活発化 

浅間山西麓を震源とする地震活動の高まり 

山体浅部で発生する火山性地震と火山性微動の活発化 

火山ガス放出量・噴煙量及び噴煙高度の増加 

前掛火山直下の温度上昇を示す全磁力変化 

火映現象 

火口底温度の上昇 

【噴火発生】 

新鮮なマグマが降下火砕物の主体をなす 

◎噴火警戒レベル： 

レベル3（小規模な噴火発生） −＞ レベル 4・5（プリニー式噴火の発生） 

◎噴火により想定される影響： 

火口から約4km以内への噴石（火山岩塊、火山礫）の飛散 

（噴火規模の増大により、火口から約4km以遠への飛散も想定） 

風下側山麓への火山灰の降下 

山麓まで軽石や火山灰が飛散、降下 

火砕流とそれに伴う火砕サージの発生（積雪期は融雪型火山泥流の発生）、規模増

大 

爆発的噴火に伴う空振 
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4.4 天明噴火の火山活動の時間的推移 

過去に発生した大規模噴火のうち、時間的推移が比較的良く判っている天明噴火を例と

して、火山活動の推移の時系列を掲載する（図－4.4.1）。 

図内には、それぞれのステージで想定される現象や観測の状況とともに、こうした推

移をたどったと仮定した場合の噴火警戒レベルの発表状況（想定）を記載している。 

ただし、ここに掲載する状況推移はあくまで一つの想定であり、必ずしも起こりうる

全ての現象やその推移を網羅したものではない。 
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図－4.4.1 天明噴火のケース 
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５．まとめ 

 浅間山の噴火シナリオを、小～中規模噴火と大規模噴火のそれぞれについて整理した。

なお、実際の噴火時には必ずしもこのシナリオ通りに推移するとは限らないので留意する

必要がある。 

 また、大規模噴火に対応するための広域避難を検討するにあたっては、小～中規模噴火

が発生している状況から大規模噴火のステージに移行する可能性を把握できるかどうか、

もしくは、大規模噴火に先駆する可能性がある小～中規模噴火ステージの具体的な推移を

事前に予測できるかどうかも重要である。しかしながら、大規模噴火の経験は非常に少な

く、その先駆現象としての小～中規模噴火等の事象に関する知見はほとんど無いのが実情

であり、大規模噴火シナリオと小～中規模噴火シナリオの接続については本シナリオでは

扱わなかった。この点は将来に向けての課題であるが、大規模噴火に至るには、事前に地

下に多量のマグマ蓄積が進むとみられ、その前駆現象を観測で捉えられる可能性が高まっ

ていることは記しておきたい。 

シナリオの内容や表現などについては、今後の火山学の進展による新たな知見を取り入

れながら、必要に応じて改善を行っていくこととする。 
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参考図－1 深部マグマ溜りへのマグマ蓄積を示す地殻変動（GNSS）の予測量の一例 

（深部マグマ溜りの深さを10kmと仮定し、天明噴火及び天仁噴火の総マグマ噴出量を参考に、 

深部マグマ溜りに0.22km3のマグマが蓄積（球状に膨張）すると仮定した場合の推定変動量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図－2 山体西麓へのマグマ上昇・貫入を示す傾斜変化の予測量の一例 

（浅間山西麓の深さ1.5km（海面下）の場所に、体積変化量0.0001km3のマグマがダイク状に 

貫入（体積膨張）すると仮定した場合の推定変動量） 

※国土地理院 数値地図 
50m メッシュ（標高）使用 

※国土地理院 数値地図 
50m メッシュ（標高）使用 
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参考図－3 山体西麓への急激なダイク貫入を示す地殻変動（GNSS）の予測量の一例 

（浅間山西麓の深さ1.5km（海面下）の場所に、体積変化量0.01km3のマグマがダイク状に 

貫入（体積膨張）すると仮定した場合の推定変動量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図－4 山体西麓への急激なダイク貫入を示す傾斜変化の予測量の一例 

（浅間山西麓の深さ1.5km（海面下）の場所に、体積変化量0.01km3のマグマがダイク状に 

貫入（体積膨張）すると仮定した場合の推定変動量） 

※国土地理院 数値地図 
50m メッシュ（標高）使用 

※国土地理院 数値地図 
50m メッシュ（標高）使用 





【浅間山】噴火シナリオ(案)の更新について
「4.2大規模噴火の影響範囲」の「⑥融雪型火山泥流の到達範囲」に関して、令和3年3月の第11回浅間山火山防災
協議会の第4号議案の協議結果（火砕流量200万㎥、積雪量0.5mの条件を用いる）を噴火シナリオ(案)に反映。

（p.34本文）

（p.38図面）

⑥ 融雪型火山泥流の到達範囲
• 過去の大規模噴火による融雪型火山泥流の到達範囲は不明である。
• 融雪型火山泥流の数値シミュレーション結果の一例を図－4.2.4に示す。
この例は、山体を覆う雪の平均的な積雪深が50cmの状況（従来の小～
中規模の噴火による融雪型火山泥流における想定と同じ）で、山頂火口
から噴出総量200万㎥の火砕流が、一方向に流下した場合を想定し、８
方向分を重ね合わせたものである。

図－4.2.4 大規模噴火を想定した融雪型火山泥流の数値シミュレー
ション（利根川水系砂防事務所提供）
• 山体を覆う雪の平均的な積雪深が50cmの状況で、山頂火口から
噴出総量200万㎥の火砕流が、一方向に流下した場合を想定し、
８方向分を重ね合わせた融雪型火山泥流の影響範囲に関する数
値シミュレーション結果。

条件設定の考え方
「火砕流量200万㎥」
←中小規模の火砕流量は27万㎥の実績値を用いており、これと比較するとオー
ダー的にはそれ程おかしくない数字であるため。

「積雪量0.5m」
←中小規模の融雪型火山泥流シミュレーションで用いている数値であり、車坂地
点の降雪量データをもとに決めており、一定の根拠があるため。積雪量を1.0ｍに
変える場合、中小規模のシミュレーションとの使用データの違いは説明しにくい。

噴火シナリオ(案)への記載

（第11回浅間山火山防災協議会の第4号議案資料より）

※この地図は、国土地理院の「地理院地図」を使用しています。

資料３－２


